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１．趣旨 
日本国内において恐竜研究の１つの拠点となりつつある岡山理科大学のさまざまな専門分野の教員が，恐
竜をテーマにその専門性を生かした研究や基礎となる知識について講義を行うことで，受講生が１つの分野
にこだわらず多面的な視点を持つことの重要性を認識するとともに，それぞれの分野で学ぶことの楽しさを
実感し，さらには本学に進学してよかったと思える機会を提供する．また，古生物・年代研究センターの研
究成果を岡山理科大学の学生に直接還元する場の１つとする． 
 
２．講義目的 
現代を生きる市民は，専門分野によらず，幅広い分野の自然科学に関心をもち，ある程度のリテラシー（教
養）を身に付けておくことが望ましい．日常生活や社会には科学があふれており，科学を理解することで適
切な判断が下せることも多い．また，新しい現象を既知の事実や原理を踏まえて分析的・総合的に考察する
といった科学的な思考は，変化の激しいこれからの社会を生きていく上で益々重要になってくる． 
 自然を読みとくにおいては，最新の自然科学の解説を通して，最新の自然科学がいかにさまざまな学問の
垣根を越えて総合することによってなされてきているかについて紹介し，学生に自然科学に対する興味を喚
起する．また，身近な現象をいかに科学的に説明できるかといった議論を通して，見えている現象の本質を
洞察する体験をする．これらのことを通して，自分の専門とは異なる自然科学に対する広い教養を身につけ，
「学ぶ意義」を学生に考えさせることを目的とする． 
 本講義では，恐竜をはじめとする古生物を対象として，恐竜の研究の基礎となる地質や現生生物の視点，
さらに天体，医療，ロボットなど一見関係のない分野を含む様々な視点から読みとく． 
 
３．授業内容 
１回目：石垣：恐竜とはどんな生物だったのか 
２回目：石垣：「骨を掘って展示する」からもっと広くて深い恐竜学の世界へ 
３回目：石垣：恐竜を軸にして様々な分野とコラボレーションを考える 
４回目：今山：地球の歴史と恐竜が誕生した背景 
５回目：林：恐竜研究はロマンだけか？恐竜研究の社会的意義について 
６回目：林：恐竜から探る陸上動物の巨大化の限界 
７回目：林：動物園・水族館から探る恐竜の生態 
８回目：辻極：恐竜化石から有機物検出 
９回目：辻極：恐竜化石の組織学的解析 
１０回目：西戸：恐竜は隕石により絶滅したのか 
１１回目：西戸：恐竜化石は何からできているのか 
１２回目：豊田：年代測定法の原理と応用 
１３回目：衣笠：ロボットとはなにか 
１４回目：衣笠：生物とロボットーロボットをつくることで生物を理解する 
１５回目：衣笠：恐竜とロボットと講義のまとめ． 
 
